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平成 22 年 11 月５日 

各     位 

 

会 社 名 扶 桑 化 学 工 業 株 式 会 社 

代表者の役職名 代表取締役社長   赤 澤 良 太 

   （ＪＡＳＤＡＱ・コード番号：４３６８） 

問 い 合 わ せ 先 取締役管理本部長 若林 孝太郎 

電 話 番 号 ０６－６２０３－４７７３ 

 

(訂正)「平成 23 年 3月期 第１四半期決算短信」の一部訂正について 

 

 平成 22 年８月６日に公表いたしました「平成 23 年３月期 第１四半期決算短信」において一

部誤りがございましたので、下記のとおり訂正いたします。なお、本件は過年度の報告セグメン

トを修正するものであり、すでに公表しております当期の業績に影響はありません。 

 

記 

 

【訂正箇所】（訂正箇所は下線で表示しております） 

＜２ページ＞ 

（訂正前） 

（ライフサイエンス事業） 

  ライフサイエンス事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が 4,758,127 千円（前年同期

比 0.7％減、34,053 千円減）、営業利益は 560,230 千円（同 17.4％増、82,892 千円増）とな

りました。 

（電子材料および機能性化学品事業） 

  電子材料および機能性化学品事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が 2,743,872 千円

（前年同期比 20.9％増、474,815 千円増）、営業利益は 788,086 千円（前年同期は 61,399 千

円の営業損失）となりました。 

 

（訂正後） 

（ライフサイエンス事業） 

  ライフサイエンス事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が 4,758,127 千円（前年同期

比 0.4％増、17,202 千円増）、営業利益は 560,230 千円（同 17.4％増、82,892 千円増）とな

りました。 

（電子材料および機能性化学品事業） 

  電子材料および機能性化学品事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が 2,743,872 千円

（前年同期比 18.3％増、423,559 千円増）、営業利益は 788,086 千円（前年同期は 64,321 千

円の営業損失）となりました。 
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＜10 ページ＞ 

（訂正前） 

  前第１四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年６月 30 日） 

                                    （単位：千円） 

報告セグメント 

  ライフサイエ

ンス事業 

電子材料お 

よび機能性 

化学品事業 

計 

調整額 

（注） 
合計 

売上高         

 外部顧客への売上高 4,792,181 2,269,057 7,061,238 - 7,061,238

 セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
- 51,256 51,256 △ 51,256 -

計 4,792,181 2,320,313 7,112,494 △ 51,256 7,061,238

セグメント利益 477,337 △ 61,399 415,938 △ 170,532 245,405

（注）１．セグメント利益の調整額には、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に 

係る費用△172,032 千円、その他 1,500 千円が含まれています。 

 

（訂正後） 

前第１四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年６月 30 日） 

                                    （単位：千円） 

報告セグメント 

  ライフサイエ

ンス事業 

電子材料お 

よび機能性 

化学品事業 

計 

調整額 

（注） 
合計 

売上高         

 外部顧客への売上高 4,740,924 2,320,313 7,061,238 - 7,061,238

 セグメント間の内部売上高 

 又は振替高 
51,256 - 51,256 △ 51,256 -

計 4,792,181 2,320,313 7,112,494 △ 51,256 7,061,238

セグメント利益 477,337 △ 64,321 413,016 △ 167,611 245,405

（注）１．セグメント利益の調整額には、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に 

係る費用△172,032 千円、その他 4,421 千円が含まれています。 

 

以  上 


